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手話で話そう

　

浅
口
市
手
話
言
語
条
例
が
先
の
３
月
市
議
会
に
お
い
て
可
決
・
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
手
話
を
言
語
と
し
て
認
め
、
手
話
が
日
常
的

に
使
え
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
者
が
共
生
で
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。
浅
口
市
で
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
上
、

手
話
へ
の
理
解
と
手
話
の
魅
力
と
手
話
の
広
が
り
を
も
っ
て
、
誰
も
が
お

互
い
を
理
解
し
合
い
、
分
け
へ
だ
て
な
く
支
え
合
う
、
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

手
話
言
語
条
例

　

２
０
１
３
年
鳥
取
県
で
始
め
て
制
定
さ

れ
、
現
在
、
全
国
の
26
道
府
県
、
３
区
、
199

市
、
39
町
、
１
村
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
岡

山
県
で
は
、
浅
口
市
も
含
め
８
市
町
で
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

聴
覚
障
が
い
者

　

聴
覚
障
が
い
者
は
、
聴
覚
器
の
機
能
不
全

の
た
め
、
き
こ
え
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
言

い
ま
す
。

　

ろ
う
者

　

 　

聴
覚
障
害
者
の
う
ち
、
手
話
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
日
常
生
活
を
営
む

人
。

　
難
聴
者

　

 　

聞
こ
え
に
く
い
が
ま
だ
聴
力
が
残
っ
て

い
る
人
。
補
聴
器
を
使
っ
て
会
話
で
き
る

人
か
ら
、
音
は
聞
こ
え
て
も
言
葉
と
し
て

聞
き
取
れ
な
い
人
な
ど
様
々
。 

　
中
途
失
聴
者

　

 　

音
声
言
語
を
獲
得
し
た
後
で
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
人
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
発
声
が

可
能
。

手
話

　

手
話
は
手
や
指
等
を
使
う
視
覚
言
語
で
あ

る
。
手
指
動
作
だ
け
で
な
く
、
顔
の
表
情
や

視
線
・
首
の
傾
き
・
あ
ご
の
動
き
な
ど
に
よ
っ

て
命
令
文
、
疑
問
文
、
条
件
節
な
ど
の
文
法

的
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
部
の
単
語
は
地
域
に
よ
っ
て
「
方
言
」

が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

手
話
サ
ー
ク
ル

　

手
話
サ
ー
ク
ル
は
、
ろ
う
者
と
健
聴
者
の

交
流
と
学
習
の
場
と
し
て
、
全
国
で
組
織
さ

れ
、
通
訳
・
啓
発
・
養
成
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
浅
口
市
に
は
「
青
い
鳥
」
と
い

う
手
話
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
出
前
講
座
等
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

手
話
で
話
そ
う

「
浅
口
市
手
話
言
語
条
例
」
制
定

特 集
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浅口市手話言語条例に寄せて

やさしい浅口市に
浅口聴覚障害者協会　会長　中務雅裕さん

　手話言語条例ができて本当にうれしい。言語としての手話
がもっと広がり、聴覚障がい者への理解が深まることを期待
しています。県聴覚障害者福祉協会や市とも連携して、市内
の学校や職場・町内会でも手話を学ぶ機会をもって欲しいと
思います。あらゆる障がいに対して、やさしい浅口市になっ
てほしいです。

手話で声かけてもらうと嬉しい
浅口聴覚障害者協会　北村千代子さん

　これを契機に手話がもっと広がって、お店や銀行でも手話
が使える町になってほしい。
　私のような聞こえない人は、外出していても耳からの情報
がないので不便なことが多い。外出時に手話サークルの方な
どが、手話で声をかけてくれることがある。とても嬉しい。
手話を話せる人がもっと増えたらいいと思う。

手話出前講座の利用を
浅口市手話サークル青い鳥　会長　西山慶治さん

　手話サークル青い鳥には、現在ろう者も含めて約 50 人の
会員がいます。手話言語条例をきっかけに手話での挨拶が当
たり前になるような浅口市になることを期待します。手話の
出前講座も依頼があれば出かけていますので、どんどん利用
してください。これからは、あらゆる機会に手話が周知され
るようサークルとしても啓発に努めていきたいと思います。

手話は自分らしく生きるための手段
浅口市役所専任手話通訳士　小野雅代さん

　ろう者にとって、手話は他者と意思疎通を行い、自分らしく
生きていくための大切な手段です。しかし、過去には手話が言
語として認められず、大きな苦難の時代がありました。今こう
して手話言語条例が制定されたことで、ろう者に対する理解が
広がり、手話を使える場が増えることを期待するとともに、障
害の有無に関係なく、市民全体が思いやりをもって支え合える
まちづくりを進めていきたいと思います。

浅口市手話言語条例に寄せて



福祉あさくち 第50号　2019年5月 04

報告　地区社協研修会

　
　
地
域
社
会
の
変
容

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
地
域
社

会
は
大
き
な
変
容
を
迎
え
て
い
る
。
50
年

前
は
65
歳
以
上
の
１
人
を
20
〜
64
歳
の
9.1

人
で
支
え
て
い
た
が
、
30
年
後
に
は
1.2
人

（
推
計
）
で
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
超

高
齢
社
会
と
予
測
さ
れ
る
。
人
口
減
少
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
容
が
「
社
会
的
協
同

生
活
」
の
維
持
を
困
難
に
し
、専
門
職
（
機

関
）
や
行
政
な
ど
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
依

存
し
な
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
地
域
の
み
ん
な
に
入
る
人
々

　

地
域
の
「
み
ん
な
」
と
は
「
す
べ
て
の

人
」
で
あ
る
。
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
、

貧
困
者
、
無
縁
者
、
引
き
こ
も
り
な
ど
生

活
に
困
難
を
抱
え
て
も
「
み
ん
な
」
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
住
民
な
ど

が
支
え
合
え
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

生
活
困
難
な
方
を
地
域
で
支
え
る
に

は
、
住
民
の
気
持
ち
を
変
え
る
「
き
っ
か

け
」
が
必
要
で
あ
る
。
支
援
が
必
要
な
方

と
関
わ
る
こ
と
で
、「
私
や
あ
な
た
（
個
人
）

の
問
題
」
を
「
私
た
ち
（
地
域
）
の
問
題
」

と
し
て
認
識
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
安
心
し

て
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
」
に
な
る
。

　
　
地
域
の
福
祉
づ
く
り
の
意
義

　

子
ど
も
の
頃
、
近
所
に
20
代
の
娘
さ
ん

が
母
親
を
介
護
す
る
家
が
あ
っ
た
。
娘
さ

ん
は
よ
く
家
出
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
度

に
近
所
の
人
た
ち
が
介
護
を
買
っ
て
出
て

い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
が
ま

だ
な
か
っ
た
時
代
。
そ
う
い
う
時
代
に
は

も
う
戻
れ
な
い
の
か
？

　

地
域
の
福
祉
の
意
義
と
は
、「
安
心
・

安
全
」。
地
域
で
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
問
題
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
も
つ
な
が
る
。「
た
す
け

て
！
」
と
声
を
上
げ
る
に
は
、
顔
の
見
え

る
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に

は
日
ご
ろ
の
付
き
合
い
が
不
可
欠
で
、「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
の
関
係
づ
く
り
が
地
域

の
福
祉
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

　
　
地
域
の
福
祉
づ
く
り
の
こ
こ
ろ

　

関
わ
り
あ
え
る
活
動
に
は
、
見
守
り
や

交
流
、
小
地
域
会
議
な
ど
が
あ
る
。「
何

か
手
伝
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
の
小

さ
な
一
歩
の
心
が
け
や
「
集
ま
る
場
を
つ

く
る
」
の
小
さ
な
一
つ
の
活
動
が
「
お
互

い
さ
ま
」
の
気
持
ち
を
分
か
ち
合
う
こ
と

に
な
る
。

　

安
心
・
安
全
な
地
域
を
長
く
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を

築
き
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
体
制
が
「
地
区
社
協
」

で
あ
り
、
支
援
の
担
い
手
と
受
け
手
で
あ

る
「
地
域
の
み
ん
な
」
を
つ
な
げ
る
場
で

あ
る
。

李　永喜  先生

報告 地区社協研修会

講演「みんなでつくる地域の福祉」
   川崎医療福祉大学 医療福祉学科   准教授　李　永喜 先生

　３月６日に地区社協研修会が開催され、市内の地区社協関係者約 80人が参加しました。
　川崎医療福祉大学の李先生から、少子高齢化が進む中、地域で支えあいが重要になるとの講演
があり、皆さん熱心に聴いていました。
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赤十字活動資金ご協力のお願い

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123倉敷市玉島柏島478

隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。

良寛和尚修行の地、瀬戸内海を望む宿

ゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プラン

集合写真即日仕上1枚650円
オプションオプション

●カラオケ無料
●送迎無料

特 典特 典
●カラオケ無料
●送迎無料

10名様以上で

（　　　　　　　　）概ね片道 1時間まで。
高速道路利用時は実費

※要予約

※要予約

3,780円3,780円3,780円1名様

◆玉島御膳
5,400円5,400円5,400円1名様

◆良寛会席

良寛和尚修行の良寛和尚修行の

霞橋リバーサイドGGクラブ霞橋リバーサイドGGクラブ

（税込） （税込）

※飲物料金別途  ※お料理はご予算に応じて承ります。

グラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラン

4,000円4,000円4,000円1名様

◆玉島御膳
5,500円5,500円5,500円1名様

◆良寛会席
（税込） （税込）

※飲物料金別途

ゴルフプレイ ＋
入浴 ＋ ご宴会
ゴルフプレイ ＋
入浴 ＋ ご宴会

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

●タオル持参で入浴料無料！●タオル持参で入浴料無料！

2019年度
予算額
368,591千円

災害救護活動　81,763千円
救急法等の講習普及促進

35,993千円

献血や社会福祉活動
1,663千円

地域の赤十字活動
42,120千円

ボランティアや
青少年の育成
17,244千円

活動資金の募集や
広報活動
58,790千円

国際活動費や
本社で行う事業
43,689千円

活動の運営管理
87,329千円

活動資金ご協力のお
願い

皆さまからの活動資金の使いみち

５月は赤十字会費の集金に
ご協力をお願いします。
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浅口市社協のしごと　事業方針

　
　

○
印
は
新
規
事
業

　
　

※
印
は
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
重
点
事
業

①
事
業
内
容
の
周
知
（
情
報
発
信
）

・ 

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
事
業
説

明
及
び
啓
発

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

・
各
種
福
祉
団
体
と
の
意
見
交
換

②
組
織
基
盤
の
強
化

※
地
区
社
協
の
設
置
促
進
及
び
運
営
支
援

・
福
祉
委
員
活
動
の
活
性
化

・
住
民
会
員
制
度
の
理
解
の
促
進

・
法
令
順
守
に
基
づ
く
事
業
運
営

③
小
地
域
福
祉
活
動

※ 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
設
置
促
進
と
活
動
支
援

※
地
域
見
守
り
・
声
か
け
活
動
の
充
実
（
バ
ー

ス
デ
イ
訪
問
等
）

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

④
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

※ 

総
合
的
な
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備

○ 

中
核
機
関
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
関
係
機

関
と
の
連
携

・
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と

円
滑
な
事
業
推
進

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
促
進

⑤
高
齢
者
福
祉

・ 

み
ん
な
で
支
え
合
い
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
の
推
進

・
独
居
高
齢
者
等
の
緊
急
時
対
応
支
援
（
い

の
ち
の
バ
ト
ン
）

・
認
知
症
高
齢
者
の
地
域
生
活
支
援

⑥
児
童
福
祉
事
業
の
実
施

※
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
・
連
携

・
子
育
て
サ
ロ
ン
の
活
動
支
援

・
お
も
ち
ゃ
病
院
の
運
営

・ 

児
童
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
と
福
祉

の
心
の
醸
成

⑦
障
が
い
者
（
児
）
福
祉

・ 

当
事
者
団
体
の
活
動
助
成

・
施
設
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

・
障
が
い
者
サ
ロ
ン
の
開
催

⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化

・
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
協
働

・ 

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
と
養

成
事
業
の
実
施

⑨
生
活
困
窮
者
対
策

・
総
合
支
援
資
金
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
福
祉

事
務
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化

・
緊
急
小
口
資
金
・
高
額
療
養
費
・
高
額
介

護
療
養
費
等
の
貸
付
事
業
の
運
営

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
を
発
揮
し
た
相
談
・

支
援
機
能
の
強
化

⑩
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
登
録
の
拡
大

・ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
向
上
の
研

修
実
施

・ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
整
備

⑪
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働

○
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
連
携
に
よ
る
地
域

貢
献
活
動
の
実
施

・ 
行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
強
化

・ 

民
生
児
童
委
員
・
栄
養
改
善
委
員
・
婦
人

会
等
と
の
連
携
強
化

・ 

学
校
・
愛
育
委
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
に

よ
る
児
童
の
健
全
育
成

・ 

老
人
ク
ラ
ブ
・
遺
族
会
の
事
務
局
業
務
と

連
携
強
化

・ 

介
護
者
の
会
・
独
居
高
齢
者
の
会
等
の
当

事
者
組
織
の
活
動
支
援

・ 

医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
等

と
の
連
携
強
化

⑫
在
宅
介
護
支
援
事
業
の
円
滑
な
運
営

・ 

介
護
保
険
法
・
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の

法
令
を
順
守
し
た
事
業
展
開

・ 

利
用
促
進
等
に
よ
る
事
業
基
盤
の
強
化

・
特
定
の
事
業
者
に
偏
ら
な
い
公
正
中
立
な

事
業
運
営

・
職
員
の
確
保
と
資
質
向
上
の
た
め
の
各
種

研
修
の
実
施

⑬
そ
の
他

・
車
椅
子
・
福
祉
車
両
等
福
祉
備
品
の
地
域

へ
の
貸
出
事
業

・
共
同
募
金
会
浅
口
市
委
員
会
と
し
て
の
事

業
の
推
進

・
日
本
赤
十
字
社
浅
口
市
地
区
と
し
て
の
事

業
の
推
進

カニ丸の家

浅口市社協のしごと令和
元年度

 あたたかく
 ささえあって
 くらせる
 ちいきをめざして
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浅口市社協のしごと　予算

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

■浅口・里庄内3,000円以上で無料宅配

〒719-0243 浅口市鴨方町鴨方1083-6

【 観葉植物・蘭・仏花・ウエディング会場花・ドライフラワー・ブーケ・プリザーブドフラワー etc... 】

（電話予約可）

●コープ
かもがた町家公園●

●
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

●
平
喜
酒
造

味工房えん●★

●ザ・ビッグコーナン●
鴨方高校●

受取利息1,545
繰越繰入1,659 障がい者福祉サービス3,620

市受託金10,274

県社協補助金・受託金
1,273

市補助金
62,869

法人運営
29,599

地域福祉活動費
42,797

介護保険収入
105,660

障がい者福祉
サービス収入
3,620 雑収入110

運営資金積立取崩8,000
施設整備等補助金2,250

社協会費9,300
寄附金4,000

共同募金配分金5,550
貸付事業償還金4,100

後見事業・食事サービス利用料等
6,378

権利擁護事業
8,986

中核機関設置運営事業
4,104

居宅介護支援事業
（ケアマネージャー）
16,246

訪問介護事業
（ホームヘルパー）
18,964

通所介護事業
（デイサービス）
82,409

共同募金事業
2,846

ボランティア事業
2,727

貸付事業
4,100

生活福祉資金事業
251

ふれあいまちづくり事業
6,091

食事サービス事業
2,656

みんなで支え合い事業
1,192

予　算

収入（総額226,588千円） 支出（総額226,588千円）

地域福祉推進（共募、受託含む）事業収支予算 介護保険、障がい者福祉サービス事業収支予算

収入（千円）

社 協 会 費
寄 附 金

共 同 募 金
配 分 金
貸 付 事 業
償 還 金

事 業 収 入

・受 取 利 息
・そ の 他 収 入

市 県 補 助 金・
受 託 金

計

74,416

13,300

4,100

5,550

1,605

6,378

105,349

人 件 費

事 務 費

助 成 金

貸 付 金

事 業 費

計

14,560

65,709

4,100

分 担 金 240

9,940

10,800

105,349

支出（千円） 収入（千円）
デ イ サ ー ビ ス
事 業

ケアマネージャー
事 業
障 が い 者 福 祉
サ ー ビ ス 事 業

ホームヘルパー
事 業

計

17,305

67,990

20,415

3,620

1,659

121,239

人 件 費

事 務 費

予 備 費

事 業 費

計

7,064

94,407

0

13,202

121,239

支出（千円）

前期支払資金残
繰 入

車両運搬具取得
支 出 1,250

5,316器 具 及 び 備 品
取 得 支 出

8,000運 営 資 金 積 立
取 崩 収 入

2,250施 設 整 備 等
補 助 金 収 入
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あさくちびと

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

vol.26恒枝 直人さん
（鴨方町）

浅口市にとけこみ
陶芸づくり、
地域づくり

　
浅
口
市
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　

も
と
も
と
岡
山
県
内
で
備
前
焼
作
家

に
師
事
し
て
い
ま
し
た
が
縁
あ
っ
て
北

海
道
富
良
野
市
へ
引
っ
越
し
２
０
０
１

年
に
独
立
し
ま
し
た
。
富
良
野
で
は
行

政
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、
陶
芸
を
含

む
他
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
仲
間
と
共
同
で

廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
拠
点
に
個
展

や
企
画
展
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
全
国
を
奔

走
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
活
動
す
る

う
ち
今
一
度
「
備
前
焼
の
故
郷
で
あ
る

岡
山
県
内
で
活
動
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
、
県
南
中
心
に
情
報
を

調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
浅
口
市
に
目
が
と

ま
り
ま
し
た
。
築
窯
を
す
る
う
え
で
の

立
地
条
件
や
気
候
条
件
に
加
え
、
土
地

の
風
土
や
地
域
の
方
々
の
温
か
い
人
柄

に
惹
か
れ
移
住
を
決
意
。
２
０
１
６
年

か
ら
浅
口
市
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　
備
前
焼
の
魅
力

　

当
然
な
が
ら
手
づ
く
り
の
作
品
で
す

の
で
一
つ
と
し
て
同
じ
物
は
で
き
ま
せ

ん
。
穴
窯
で
焼
く
備
前
焼
は
薪
の
灰
が

当
た
る
場
所
や
煙
の
量
に
よ
っ
て
ラ
ン

ダ
ム
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
れ
、

そ
れ
が
作
品
の

個
性
に
な
り
ま

す
。
焼
く
前
に

思
い
描
く
イ

メ
ー
ジ
が
完
全

に
実
現
出
来
る

事
は
滅
多
に
あ

り
ま
せ
ん
が
、

逆
に
そ
の
事
が
作
品
づ
く
り
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
品
づ
く
り
に
お
い
て
は
工
芸
品
と

し
て
の
美
や
価
値
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ

ず
、
普
段
の
生
活
で
皆
様
に
し
っ
か
り

使
っ
て
い
た
だ
け
る
道
具
で
あ
る
事
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
品
か
ら

用
途
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
方
と
の
交
流
の
な
か
で
皆
様
の

お
声
か
ら
作
品
を
考
え
、
ご
提
案
す
る

な
ど
備
前
焼
の
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
も
の
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
支
援
員
と
し
て

　
　
　
　
　
　
陶
芸
家
と
し
て

　

今
年
２
月
か
ら
地
域
支
援
員
と
し
て

浅
口
市
地
域
創
造
課
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
浅
口
市
は
自
分
が
陶
芸
家
と
し
て

の
活
動
の
多
く
を
過
ご
し
た
北
海
道
と

は
風
土
や
文
化
で
異
な
る
点
も
多
い
で

す
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
違
っ
た
視

点
や
方
法
で
地
域
活
性
化
の
ご
提
案
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
自
分
自
身
も
皆
さ
ん

か
ら
良
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
楽
し
ん

で
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
陶
芸
家
と
し
て
、

地
域
支
援
員
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
な

か
に
し
っ
か
り
と
と
け
こ
み
、
お
一
人

お
一
人
の
顔
が
見
え
る
活
動
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

４
月
26
日
か
ら
の
大
型
連
休
の
期
間

中
に
は
陶
芸
家
恒
枝
直
豆
と
し
て
「
器

を
え
ら
ぶ
、
た
の
し
む
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
美
観
地
区
に
あ
る
恒
枝

陶
芸
店
で
作
陶
展
を
開
催
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。
皆
様
に
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま

す
。
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子育てサロン“なかよしひろば”

　子育てサロン “なかよしひろば” はお母さん方と未就園のお子様の仲間づくり、ふれあい交流

を目的に開催しています。浅口市民なら誰でもご登録頂けます。登録頂ければ、毎月ご案内のハ
ガキをお送りします。ご興味のある方は浅口市社会福祉協議会までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　浅口市社会福祉協議会 寄島支所　TEL 0865-54-3317

４/19　茶話会 ４/25　こいのぼり作り ５/17　茶話会 ５/23　ぷち遠足
６/21　茶話会 ６/27　七夕飾り作り ７/16　茶話会 ７/25　茶話会
８月上旬　保育園交流 ８/22　茶話会 ９/20　遠足  10/18　茶話会
10/24　茶話会 11/15　茶話会 11/28　茶話会 12/17　クリスマス会
１/17　凧揚げ １/23　節分（鬼の面づくり） ２/21　茶話会
２/27　雛づくり ３月下旬　親子クッキング

なかよしひろば　令和元年度の開催予定

子育てサロン “なかよしひろば” 毎月第３金曜日・第４木曜日に
寄島町老人福祉センターにて開催しています。

3 月 29 日、子育てサロン親子クッキ
ングが行われました。12家族 40人の
親子で「春のおでかけ弁当」を作りま
した。鳥そぼろおにぎり、揚げないナ
ゲットなどをにぎやかに作って、いた
だきました。

子育てサロン  親子クッキング
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地区社協訪問

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

より良いお墓の祀り方を御提案いたします。

何でもご相談ください。何でもご相談ください。

http://ww3.tiki.ne.jp/̃syugo/など

YAMASHITAYAMASHITAYAMASHITAYAMASHITAYAMASHITAYAMASHITA"STONESTONESTONESTONESTONESTONESTONESTONE" FACTORY FACTORY FACTORY FACTORY FACTORY FACTORY FACTORY FACTORY

墓地・墓石

墓守サービス

お墓の修理

お墓の引越

墓じまい

　上竹地区社協は、平
成 22年６月に発足し
ました。187世帯 451
人、高齢化率が 48％
を超える典型的な少子
高齢化の地区ですが、
地域の絆が強いのが
特徴です。通学路の草
刈りや75歳以上の独
居高齢者へのクリスマ
ス訪問のほか、「見守

りボランティア」と「わんわんパトロール」による学童の登校見守りや使用
済み切手収集などの活動を年間通じて行ってい
ます。そして、これらの活動を地区の様々な団体
が支えてくれています。少子高齢化の傾向は続
きますが、未来に希望を持ち、無理をせず、今
できることを継続して活動していき、住民同士の
絆を育みながら、地域の福祉の向上を目指して
います。

主  な  年  間  行  事

通年  学童の登校見守り
　　 使用済み切手の収集
５～９月  通学路の草刈
９・３月   クリーン作戦
11月  プランター花植え
12月  クリスマス訪問
 年越しそば配布
１～２月 いのちのバトン訪問

小学校から通学路の危険箇所での見守り依頼があっ
た頃、地区社協設置の話がありました。地域で見守
りを行うため、見守りボランティアさんも地区社協の
理事になってもらい活動を続けています。顔なじみ
の関係が地域の絆や防犯にもつながっています。

顔の見える関係づくりに
塩田 陽子さん・田中 恒子さん

声

▲ 通学路の草刈作業を毎月（６月
は毎週）行っています。

▲見守りボランティアとわんわんパトロールが登校を見守ります。

今
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で

こ
つ
こ
つ
続
け
て
い
ま
す

上　竹
地区社協

地区社協訪問 5地区社協訪問
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あさくち権利擁護推進センターだより

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

家族葬ホール
OPEN!

いつでもお電話ください。

☎（0865）42-9033（24Ｈ）

浅口市金光町占見147-1　☎（0865）42-9033

家  族  葬 ／ １日１組限定

わたる岡山 検索検索

　テレビや新聞などで連日報道される消費者被害。大切に貯蓄してきた資産を非情な手法で奪い取る
騙しの手口は、「オレオレ詐欺」「振り込め詐欺」「還付金詐欺」に続いて、「アポ電強盗」と消滅する
気配は全くありません。むしろライフスタイルの変化に合わせ、より巧妙に進化しています。オレオ
レ詐欺の CMにも出演したことのある俳優の斎藤洋介さんですら、2018 年末に「俺おれ」を息子と
勘違いし、100 万円を騙し取られています。斉藤さんは、「自分も役者として、ある意味、演技で見
る人を騙しているはずなんですが、オレオレ詐欺の電話役は一枚も二枚も上手でしたね」と、雑誌取
材で胸中を語っています。同年には、教育評論家の尾木直樹さん（尾木ママ）は、「感染詐欺」（パソ
コンがウィルスに感染との警告詐欺）に遭い、約３万円を騙しとられ、「振り込め詐欺なんかに絶対ひっ
かからない自信あったのに！」と、悔しい思いをコメント（プロフ）に残しています。
　最近の手口は、話題性のある出来事を巧みに利用する便乗詐欺。今年は、天皇陛下の退位、新天皇
の即位、新元号「令和」への改元に注意が必要です。たとえば、記念本や掛け軸、記念コインなどを「こ
の時期に買わないのはおかしい」と執拗以上に勧誘してくる、注文商品が違う、キャンセルができない、
承認していないのに代引きで商品が送られてくるなどです。また、改元にともない「古い元号のカー
ドは使えなくなります」と、金融機関を装いキャッシュカードを騙し取ろうとしてきます。
　そして次にくるのが、東京オリンピック便乗詐欺。記念硬貨、オリンピック関連企業への投資・未
公開株、開会式特別シートの予約券、不動産の購入などをもちかける投資詐欺です。たとえば、「オ
リンピックに関係してこれから値上がりする」「特別な人にだけに購入する権利が与えられている」
などと持ち掛けてきます。すべて嘘の投資話ですが、「オリンピック」という実際の出来事を名目に
しているため、詐欺だと気が付かずに話に乗ってしまう人もいます。
　詐欺は日進月歩で新たな手口を巧妙かつ大胆に生み出してきます。「この詐欺被害は聞いたことが
ない」と楽観視するのではなく、少しでもおかしいと思ったら、家族や友人などに相談する、または
行政へ相談することです。被害に遭わない秘訣は、「あれ？」と思ったら、ひとりで悩まない、ひと
りで判断しないことが大事です。

〔相談窓口〕
消費者ホットライン　　　電話  188（イヤヤ）
岡山県消費生活センター　電話  086-226-0999　日～火曜日
警察総合相談電話　　　　電話  #9110
浅口市消費生活センター（産業振興課内）　電話  0865-44-9035　平日

あさくち権利擁護推進センターだより

消費者被害、「自分だけは大丈夫」
と思っていませんか？
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それゆけボランティア・浅口はるか会

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 3700-2

有限会社 ブロス

TEL (0865)44-1239
FAX（0865）44-1115
E-mail:autoproduce_bros_1239@ybb.ne.jp

新車販売、中古車販売・買取り、鈑金・塗装、車検・修理、自動車保険

■営業時間 /AM9:00～PM6:00

愛車のことなら何でも
お任せください !!
愛車のことなら何でも
お任せください !!

オートプロデュース・ブロス
安心と信頼のカーサポート！

フィルム現像できますフィルム現像できます
● 証明写真500円 ●

デジカメプリントデジカメプリント
“福祉あさくちを見た”と言うだけで会員価格に致します！

29円29円

年中
無休

岡山県経営革新法承認企業

プリント
ショップサンタ

デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王

天満屋ハピータウン鴨方店２階
　　　　　　　　　（エレベーター横）

営業時間 9:00～20:00
浅口市鴨方町六条院中 2128-1

携帯・ネットで注文OK！
フォトショップサンタ 検索検索

“ありがとう”でパワーを
　私たち「虹の会」は、オペラハウスでシーツ交
換のボランティアをしています。長きに渡り活動
しておりますので、入所者の方々とも顔馴染み
に。姿を見るなり声を掛けて下さったり、笑顔で
挨拶を交わしたり。
　また一緒に作業しているボランティア仲間と
も、手は動かしながらも世間話で盛り上がりなが
ら、楽しい時間を過ごしています。
　入所者の方々の“ありがとう”の言葉をパワー
にして、これからも活動を続けて行きたいと思い
ます。
　活動に興味のある方はぜひお問合せください
ね。お待ちしています。

※お問合せは　浅口市社会福祉協議会まで
（TEL　44-7744）

それゆけ！ボランティア
オペラハウスボランティア

「虹の会」の巻

　浅口はるか会は目の不自由な方に広報誌の音声訳をしたり、高齢・病気等で文字が読みづらくなら
れた方に音声訳ＣＤを聞いて頂いているボランティア団体です。この講座では、フリーアナウンサーが、
聞き取りやすい発音、発声法や朗読技術などをお教えします。

　　　　　●講　　師：大前 栄克（フリーアナウンサー・山陽新聞カルチャー講座講師）
　　　　　●講座回数：５回　　　　　　  ●参　加　費：無料
　　　　　●募集人員：10名（先着順）　　●日程および会場：下記

日　　付 時　　間 場　　所
6月 12日 ㈬

10:00 ～ 12:00
浅口市健康福祉センター
２階　福祉団体研修室

6月 28日 ㈮
7月 10日 ㈬
7月 26日 ㈮
8月 14日 ㈬

　　　　　●申し込み締め切り：６月７日 ㈮
　　　　　●問い合わせ先：社会福祉協議会　☎ ４４－７７４４

浅口はるか会  音訳ボランティア養成講座
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お達者さん

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

小さな
工事でも
ご相談
ください

浅口のリフォーム屋さんです
新事務所オープン！ お気軽にお立ち寄りください

〒719-0243
浅口市鴨方町鴨方 1164-4
TEL.0865-44-6090
http://www.onokoubou.com

●リフォーム
●バリアフリー
●水廻り
●内装・外装
●お家の修理・メンテナンス

〒719-0243〒719-0243〒719-0243〒719-0243〒719-0243〒719-0243〒719-0243〒719-0243〒719-0243

小野工房

予科練で鍛えられた少年時代
　寄島の鏡で生まれて育ちました。金光中学校
３年生の時（昭和１９年９月頃）、志願して甲種海
軍飛行予科練習生として松山海軍航空隊に入隊
し、戦闘機の搭乗員として厳しい訓練を受けまし
た。予科練での日々は昭和２０年８月の日本の敗
戦とともに終わり、再び金光中学校４年に復学し
たので、期間としてはわずか１年でありましたが、
厳しい訓練の中で、海軍魂を叩き込まれ、精神
も肉体も鍛え直してもらったことが長い人生の中
では今にも繋がる根幹となる宝であったと思いま
す。

社会貢献で活躍
　教員を39 年間勤め、現役引退後すぐに教育
委員会に社会教育指導員として老人大学や文化
協会などの仕事に関わったのをきっかけに平成４
年から平成18 年まで寄島町の教育委員長、教
育長を勤めさせて頂きました。教育長を退いた
年に浅口市が誕生したのを機に、浅口市文化連

盟が作られ、会長に推されて就任しました。
　在任中は文化連盟の基盤づくりや、中でも連
盟でなければ出来ないことと言うことで、文化的
先人であり書道家の浅野五牛先生や写真家の花
田富士雄先生の企画展を開催しました。連日数
百人を超す来館者で賑わい大盛況のうちに終わ
ることが出来たのは今でも忘れられない想い出
です。
　また、アッケシソウの保護活動として「アッケ
シソウを守る会」の設立を始め、大勢の方にご
協力を頂きながら平成 22 年から29 年まで２代
目会長を務めさせて頂きました。他には、大浦
神社の総代長を務めさせて頂いた時に、氏子の
皆さんのご支援を頂き無事に本殿の屋根の修復
を完成できた時の喜びは生涯忘れることが出来
ません。些かなりとも社会貢献が出来たことは
健康のおかげであると感謝のほかありません。

趣味活動で生きがい作り
　高齢になって心掛けていることは、姿勢をよく
することです。背中を伸ばし、できるだけ歩幅を
広くとる。また、頭の体操として、大きな声を出
すこと。毎朝仏壇に向かって、朝のお勤めをしま
す。勧行儀の「御回向用」を読経します。また、
山陽新聞のコラムを書写しています。山陽新聞
の出している書写帳があり、書き写すのに30 分
ぐらいかかります。コラムには題がついてないの
で、自分で考えて題をつける。これが面白い。
　また趣味で、写真部と俳句部の活動をしてい
ます。どちらも月１回の例会活動がありますが、
プロになるとか作家になるわけではありません。
自分の楽しみ生きがい作りとしてやっているの
で、やることを楽しむというのがモットーです。

お達者さんお達者さんお達者さん

いんたびゅう

作田  雅利さん（90歳）
寄島町（鏡）
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ボランティア連絡協議会・Let's 手話

あなたの少しの時間を
調理・配食に

　浅口市ボランティア連絡協議会では今年
も３月 11日に街頭募金を行い、寄せられた
募金全額を社会福祉協議会を通じて東日本
大震災の被災地へ送金いたしました。
　過去８年間の同会からの義援金は、累計で
272 万円を超える額となっています。

食事ボランティア募集

鴨方：えぷろん　金光：菜の花
寄島：ガザミの会

曜日や時間帯は社会福祉協議会にお聞き
ください

本　　所　44‒7744
金光支所　42‒7308
寄島支所　54‒3317

Let’s

手話

　
手　
話
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。

ボランティア連絡協議会

東北の被災地へ支援続ける
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篤志御礼・福あさボイス

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

浅口市鴨方町鴨方1647-1（コープ鴨方すぐ横）
TEL･FAX：0865-45-8092

スタッフ

募 集

営業時間  11：00～14：００　17：30～24：00
小・中・大宴会 貸切り出来ます

コース料理は 2,000円～ ご予算に合わせて承ります
お弁当・オードブルなどもご予算に合わせてご用意出来ます

※要予約友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361
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中
陰
志

○
大
岸　

貴
美
子
さ
ん（
本
庄
）
よ
り

　

亡
夫　

巌
さ
ん
の
香
典
返
し

○
石
井　

光
夫
さ
ん
（
深
田
）
よ
り

　

亡
母　

宣
子
さ
ん
の
香
典
返
し

寄
島
町

○
高
渕　

明
さ
ん
（
中
安
倉
）
よ
り

　

亡
母　

ユ
ミ
コ
さ
ん
の
満
中
陰
志

○
田
中　

豊
美
さ
ん
（
柴
木
）
よ
り

　

亡
夫　

董
さ
ん
の
友
人
僧

一
般
寄
付

○
お
か
や
ま
山
陽
高
校
保
護
者
会
よ
り

　

文
化
祭
バ
ザ
ー
の
売
上

○
中
山
子
供
会
よ
り

　

祭
り
の
お
花
よ
り

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
、
福
祉
の
こ

と
を
考
え
る
余
裕
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
社
協
だ
よ
り
で
福
祉
を
考
え
る
ヒ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
寄
島
町
　
Ｏ
さ
ん
）

以
前
か
ら
気
に
留
め
て
い
た
「
終
活
」。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
買
っ
て
、
少

し
ず
つ
で
も
は
じ
め
よ
う
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
鴨
方
町
　
Ｆ
さ
ん
）

　社会福祉協議会に対する寄附について

は、年間合計額が 2,000 円を超えた額が

所得税額控除及び個人住

民税の所得割控除を受け

ることができます。

税額控除 できます

クイズの答えとともに
「福祉あさくち」の
感想をお寄せください
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刷
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発
　
　
行
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2019.5.1
第
50 号

社
協
だ
よ
り

2019
第

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り
福
祉
あ
さ
く
ち

今
号
の
紙
面
に
□
で
文
字
を
か
こ
ん
だ
箇
所
が
７

か
所
あ
り
ま
す
。こ
の
７
文
字
を
な
ら
べ
か
え
て
、

言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ヒ
ン
ト

　5
月
1
日
ス
タ
ー
ト
で
す
。

◆
締
め
切
り

　６
月
28
日
㈮
　消
印
有
効

◆
前
回
の
こ
た
え

　ご
に
ん
ば
や
し

　

 

で
し
た
。

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
答
え
と
「
福
祉

あ
さ
く
ち
」
の
感
想
を
必
ず
お
書
き
の
上
、

　
〒
７
１
９
ー
０
２
４
３

　
鴨
方
町
鴨
方
７３
番
地

　
浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
に
記
念
品
贈
呈
。

応
募
方
法

探
し
て
並
べ
て

ボランティア説明会
【はじめの一歩】

なにか始めたいと思っているあなたに…

内　　　容／○ボランティアの基礎知識
　　　　　　○ボランティアの魅力
　　　　　　○ボランティアの活動を始めるために
対　象　者／興味のある方ならどなたでも！！
参　加　費／無料

日　　　時

内　　　容内　　　容内　　　容／／○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識○ボランティアの基礎知識

日　　　時日　　　時日　　　時

５/21㈫  10:00～11:00 （健康福祉センター　２Ｆ福祉団体）
６/６ ㈭  13:30～14:40 （金光公民館　２Ｆ談話室）

６/14㈮  19:00～20:00 （健康福祉センター　ボランティア研修室）

災害ボランティア
事前登録募集

浅口市社会福祉協議会では、巨大地震や津波、豪雨災害などの大規模災
害に備え、災害が起こった時に、迅速かつ効果的に被災者の支援活動が
行えるよう「災害ボランティアの事前登録」を募集しています。
個人のほか、会社やグループなどでの登録も募集しています。

登 録 機 関

登録の条件

申 込 方 法

活 動 内 容

お申し込み
お問い合せ

社会福祉法人浅口市社会福祉協議会

18 歳以上の個人または団体
　　（20 歳未満の場合は、保護者の承諾が必要です）

「災害ボランティア登録申込書」を浅口市社会福祉
協議会へご提出ください

災害時の支援活動、各種研修会、防災訓練などへの
参加
　※登録しなければ活動できないわけではありませんが、被災状
況によっては登録ボランティアへ優先的に案内することがあ
ります。

浅口市社会福祉協議会
浅口市鴨方町鴨方 73　　☎0865-44-7744

44コ
マママ劇場4コ
マ劇場

福あさ

提供: 鴨方高校マンガ同好会

「冬から春へ」

社会福祉法人
浅口市社会福祉協議会
□本　　所

□金光支所

□寄島支所

□カニ丸の家

浅口市鴨方町鴨方73
TEL 0865-44-7744

浅口市金光町占見新田751
TEL 0865-42-7308

浅口市寄島町16010
TEL 0865-54-3317

浅口市寄島町16089-17
TEL 0865-54-3113

社協だより社協だより


